
標　　準　　仕　　様 施　　工　　概　　要　　（セパレート型）

注） 注）

：標準仕様
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※1. ガス配管をサイズダウンした場合、ガス配管での圧力損失が大きくなることから、冷房能力が低下し運転範囲が狭まります。
※2. 液配管をサイズダウンした場合、室内ユニットの膨張弁容量との関係から運転範囲が狭まります。
※3. 液配管をサイズアップした場合、冷媒追加封入が必要となります。
※4. ガス配管φ19.05（O材）を使用する場合、室外ユニット基板上のジャンパー線JP6の切断が必要です。
注）280型で配管長が30m以上の場合は、液配管をφ12.7にしてください。

配
管
サ
イ
ズ

項目 配管サイズ（φmm） 許容配管
高低差
（m）容量・型名

45・63型
80・140型
280型

ガス 液

12.7
15.88

6.35
9.52

25.4 9.52※

室外上30
（室外下20）

※配管長が30m以上の場合は、液配管をφ12.7にしてください。

実長
相当長

配管記号
配管長さ

45型
30m以下
40m以内

280型
70m以下
90m以内

63～140型
50m以下
70m以内

A

項目 配管サイズ（φmm） 許容配管
高低差
（m）

ガス 液
室内 室外 室内 室外

280型 15.88 25.4 9.52 9.52※
室外上30
（室外下20）

※配管長が30m以上の場合は、液配管をφ12.7にしてください。

A+B+C

配管記号

A+B

B・C

A

60m以下

配管長さ

実長…各10m以内
（極力短くしてください）

280型

各70m以下
各90m以内

B・Cの長さより十分
長くとってください。

実長
A+C 相当長

同時ツイン

〔設置姿勢〕
分岐管は水平になるように、柱・壁・天井などに固定してください。

（注）配管を金具などで固定する際は配管断熱の上から固定するか配管と金具の間に緩衝材を入れ固定してください。

〔位置〕
室内ユニット間の高低差は0.5m以下としてください。

シングル 同時ツイン

〔冷媒配管接続方法〕 〔冷媒配管接続方法〕

〔配管サイズ〕 〔配管サイズ〕

〔許容配管長さ〕
〔許容配管長さ〕

■分岐管の設置姿勢および位置

配管サイズと配管長の組合わせ

配管方法

クリーンスポット（50/60Hz） 施設園芸向け（50/60Hz）

室内ユニット

室外ユニット

（液側）

（ガス側）

リモコン

室内ユニット

室外ユニット

（液側）

（ガス側）

リモコン

室内ユニット

室外ユニットから室
内ユニットへの分岐
には分岐管を使用
し、ティーズは使用
しないでください。

室内ユニット

室外ユニット

A

室内ユニット

室外ユニット A

室内
ユニット

B C

室内ユニット

室内ユニット

分岐管

ユニット間高低差
0.5m以下 0.5m以下

SR-NP8C

8.0/9.0

772×740×870

103

2.87/3.78

11.8/13.0

70/84

60/52

三相200V

ロータリー

2.2

10（φ125×4）、20（φ250）

シロッコファン

22/26

プロペラファン

58/65

0.4＋0.1

R410A

ファン電動機プロテクター・逆相防止リレー・動力用ヒューズ・操作回路用ヒューズ・
過電流継電器・インターナルサーモ・凍結防止サーモ・高圧遮断装置

10～48

kW

mm

kg

kW

A

%

A

kW

m

kW

℃

型 式

電 源

冷 媒

保 護 装 置

冷 房 能 力※

外形寸法（高さ×幅×奥行）

質 量

ダ ク ト 距 離

電 動 機 出 力

運 転 範 囲

消 費 電 力

運 転 電 流

力 率

始 動 電 流

電 動 機 出 力

蒸発器側

凝縮器側

型 式

風量m3/min

型 式

風量m3/min

電
気
特
性
※

圧
縮
機

送
風
機

対 象 人 数 4  人  用

高性能フィルターユニット
FU-8B

750×760×600

40

99（at0.3㎛）

ガラス・セルロース

型 式

外形寸法（高さ×幅×奥行）

質 量

SR-NP80NT

8.0/9.0

6.2/7.3

772×740×870

106

2.87/3.78

11.8/13.0

70/84

60/52

三相 200V

40（φ250×1）

2（φ530）

シロッコファン

22/26

0.4

プロペラファン

58/65

0.1

R410A

ファン電動機プロテクター・逆相防止リレー・動力用ヒューズ・操作回路用ヒューズ・
過電流継電器・インターナルサーモ・凍結防止サーモ・高圧遮断装置

10～48

型 式

電 源

冷 媒

保 護 装 置

冷 房 能 力※1

ド レ ン 量※2

外形寸法（高さ×幅×奥行）

質 量

運 転 範 囲※3

消 費 電 力

運 転 電 流

力 率

始 動 電 流

冷風側

排熱側

型 式

風量m3/min

電動機出力kW

型 式

風量m3/min

電動機出力kW

電
気
特
性

送
風
機

冷風側

排熱側

ダクト距離

kW

L/h

mm

kg

kW

A

%

A

m

m

℃

mm

kg

%高 性 能
フィルター

捕集効率

ろ 材

※1.冷房能力および電気特性は、吸込空気温度35℃DB/28.5℃WB時の値です。
※2.ドレン量は、空気条件　温度25℃DB　湿度80％時の値です。
※3.冷風側吸込温度が15℃を下回る場合、凍結防止サーモが作動し間欠運転となる場合があります。

型 式

柱・壁面への固定 天井面・小屋梁への固定

 ※4

※冷房能力および電気特性は吸入空気乾球温度35℃湿球温度28.5℃時の値です。
注1）

注2）

電源ケーブルが長いまたは細い場合などは、電源電圧が降下して圧縮機がスムーズに運転開始しないばかりでなく保護装置が作動したり故障の原因になることがあります。
特に電源100V機種（SR-P20YE6・P20YLE6・SR-P20FE1・P20FLE1）は、ご注意ください。
GMP（医薬品の製造管理および品質管理基準）規格対応についてクリーンスポットエアコンおよび高性能フィルターユニットは、GMP規格に基づいたDOP試験（もれ試験）には対応していません。

※1

容
量
・
型
名

容量・型名

■吹出気流・温度分布

●冷風パターン

周囲温度　乾球温度　　35℃
　　　　　湿球温度　28.5℃

気流温度、気流速度で冷風パターンを
示します。
は体感温度換算値です。
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（イメージ図）

SR-AP140ST

SR-P20YE6・YTE6・YLE6・YLTE6
SR-P20FE1・FTE1・FLE1・FLTE1

SR-P60YTE1・YLTE1・FTE・FLTE SR-AP80ST

SR-P40YTE7・YLTE7・FTE3・FLTE3

SR-NP80CST・CSLT
SR-NP8C

SR-AP63ST

SR-NP160CSLT

17 18



施　　工　　概　　要　　（セパレート型） 施　　工　　概　　要

・「電気設備に関する技術基準を定める経済産業省令」「内線規定」および事前に各電力会社のご指導に従ってください。
・配線工事は電気工事士の方が行ってください。

※1.付属の電源コードを外し、あらたに電源配線を行う場合を示します。
※2.コントロールスイッチ配線の長さと電源配線の長さを電源配線の最大こう長以下にしてください。（※2印付の機種は圧縮機電動機がコントロールスイッチで通電投入されます。）
※3.オプションのコントロールスイッチCSW-SA・CSW-SAD・CSW-SC・CSW-SCDを使用する場合を示します。
注1）湿気の多いところや水気のあるところに設置するときは、クロロプレンキャブタイヤケーブルを使用してください。
注2）漏電遮断器（ELB）を必ず設置してください。法規（電気設備に関する技術基準を定める省令）により設置が定められています。設置しないと地絡により火災や感電の原因になります。

■セパレート型の場合

■一体型の場合

コントロール
スイッチ

スポット
エアコン

①②

③

④

⑤

⑥

●シングル

●同時ツイン

電源の取り方をC方式とした場合には、室内ユニットの機外静圧調整をする際、室内ユニットの電源だけでなく室外ユニットの電源もONして実施してください。
室内ユニットの電源だけONした場合には仕様値と異なる風量となります。（室内外の電源ONであれば送風運転であっても風量は仕様値となります。）

注）

〈B方式〉室外ユニットに電源を取る場合

①④

室内ユニット
室外ユニット

280型室内ユニット
以外はT相不要

280型室内ユニット
以外はT相不要

⑲

⑱⑭

⑬

⑩
⑦

リモコン

※

〈e方式〉室外ユニットに電源を取りe-LINE方式とする場合

室外ユニット

⑲

⑱

⑮

①④

⑩
⑦

室内ユニット

リモコン

※

〈C方式〉室内と室外に電源を別々に取る場

②③ ④⑤

室外ユニット

⑲

⑱

⑭

⑫ ⑩
⑨ ⑦

室内ユニット

リモコン

※ ※

【お願い】 スポットエアコン近くに設ける※印分岐回路の過電流遮断機には、手元開閉器とは別に漏電遮断器（ELB）を併設してください。
漏電遮断器（ELB）は、高感度高速形（動作時間0.1秒以内）を選択してください。また高調波対応品（インバーター対応型）を選択してください。

〈B方式〉室外ユニットに電源を取る場合
室内
ユニット

室内
ユニット

No.2 No.1
⑲

⑱

⑯

⑭

⑭

⑬

①④

⑩
⑦

リモコン

※

室外
ユニット

e-LINE方式の場合の⑮、⑰は3芯線を使用してください。
ただし、280型シングルタイプは4芯線を使用してください。

〈e方式〉室外ユニットに電源を取りe-LINE方式とする場合
室内
ユニット

室内
ユニット

No.2 No.1
⑲

⑱

⑰

⑮

①④

⑩
⑦

リモコン

※

室外
ユニット

〈C方式〉室内と室外に電源を別々に取る場合
室内
ユニット

室内
ユニット

No.2 No.1
⑲

⑱

⑯ ⑯

⑭

⑭リモコン

プルボックス

※

※

③
⑥

⑫
⑨

②⑤

⑪
⑧室外

ユニット

端子台

● 端子台、アース端子ねじサイズ

型　式

SR-P20FE1・FLE1
SR-P20YE6・YLE6

SR-P20YTE6・YLTE6・SR-P40YTE7・YLTE7

SR-NP80CST・CSLT・SR-NP8C・SR-NP80NT・SR-NP160CSLT

SR-P20FTE1・FLTE1・SR-P40FTE3・FLTE3
SR-P60FTE・FLTE・SR-P60YTE1・YLTE1

スポットエアコン本体

電源用
-
-
M4

M4

M5

コントロールスイッチ用
-
M4
-

M4

M4

アース端子

M4
M4
M4

M4

M5

コントロール
スイッチ
アース端子

-
M4
-

M4

M4

280型室内ユニット
以外はT相不要

⑲ ⑲

⑲

型　式 電源
漏電遮断器
定格電流（A）

①

 ※1

 ※2、※3

※3

※3

※3

※3

※3

※3

※3

※3

※3

 ※1

手元開閉器② 配線容量（mm2）

SR-P20YE6
SR-P20YLE6

SR-P40YTE7
SR-P40YLTE7

SR-P20FE1
SR-P20FLE1
SR-P20YTE6
SR-P20YLTE6
SR-P20FTE1
SR-P20FLTE1

SR-P40FTE3
SR-P40FLTE3
SR-P60YTE1
SR-P60YLTE1
SR-P60FTE
SR-P60FLTE
SR-NP80CST
SR-NP80CSLT
SR-NP8C
SR-NP80NT

三相
200V

単相
100V

15

15

15

15

15

15

20

20

15

15

15

15

15

15

20

20

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

15

15

15

15

15

15

30

30

4芯

ー

ー

ー

5芯

4芯

4芯

4芯

4芯

5芯

3芯

4芯

2.0（4m）/3.5（7m）
5.5（10m）

2.0（17m）/3.5（29m）
5.5（45m）

2.0（12m）
3.5（20m）
5.5（35m）

3.5（13m）
5.5（20m）
8.0（31m）

5.5（15m）
8.0（22m）
14.0（35m）

2.0（25m）
3.5（45m）

定格電流（A） ヒューズ容量（A） 電源配線
（最大こう長③）

コントロール配線
（最大こう長⑤）

アース線
④

アース線
⑥

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

ー

ー

ー

2.0（8m）

0.75（10m）

0.75（10m）

ー

ー

ー

0.75（10m）

0.75（10m）

30 30 2.030 4芯 2.00.75（50m）

SR-NP160CSLT 50 50 3.5100 4芯 2.00.75（50m）

2.0（4m）/3.5（8m）
5.5（13m）

2.0（38m）
3.5（66m）

2.0（18m）/3.5（32m）
5.5（51m）

既設配管（R22）流用

●下記の条件を満たせば、洗浄レスで既設配管の流用が可能です。

既設配管流用時の条件

■既設エアコンの配管許容範囲（洗浄レスの場合の配管長）

既設配管施工手順

注）既設エアコンの撤去時は、フロン回収が義務づけられています。
■リニューアルキット価格表

注）リニューアルキットは液・ガス配管セットとなります。

室外ユニット機外取付
［短管（現地）＋キット＋既設配管］

室外ユニット機内取付
［キット＋既設配管］

45・63型
80・140型
280型

-   　　　　
-   　　　　

TRF-NP280U 22,500円

リニューアルキット

TRF-NP63S 15,000円
TRF-NP160S 15,000円

-   　　　　

注1）肉厚において、※印1／2H材、※印が付いていない数値はO材の場合です。
注2）洗浄レスの場合の配管長は全て50m以下です。

※1. ガス配管をサイズダウンした場合、ガス配管での圧力損失が大きくなることから、冷房能力が低下し運転範囲が狭まります。
※2. 液配管をサイズダウンした場合、室内ユニットの膨張弁容量との関係から運転範囲が狭まります。
※3. 液配管をサイズアップした場合、冷媒追加封入が必要となります。
※4. ガス配管φ19.05（O材）を使用する場合、室外ユニット基板上のジャンパー線JP6の切断が必要です。

圧縮機が現在故障している場合 圧縮機の故障履歴があるが現在
正常または故障履歴がわからない

冷媒回収装置で冷媒を回収

既設エアコンを取り外す

新設エアコンを既設配管に接続

既設エアコンで約30分冷房運転後
そのまま停止せず冷媒回収運転

圧 縮 機 の 状 況

スポットエアコン45～280型

注）ツイン機の分岐管は、当社指定のR410A用分岐管に変更してください。

〈既設が他社製品の場合〉
●上記条件を満たせば、既設が他社製品でも既設配管が利用できます。
●ツイン機の分岐管は、当社指定の分岐管に変更してください。

条件 2

条件 1

条件 3

配線容量

圧縮機の故障履歴がある場合でもリニューアルキット（オプション）を使用することにより、洗浄レス
で既設配管の流用が可能です。リニューアル時の施工作業の手間を大幅に軽減できます。

リニューアルキット（オプション）を接続

既設配管に腐食・亀裂・傷・変形がなく、
内部が汚れていないこと

●配管肉厚・フレアナットなど、
　JIS規格品を使用すること
●フレアを再加工すること
●配管の気密・真空引きなど新規配管
　と同様、確実に行うこと
●断熱材、配管の支持部材に損傷が
　ある場合は補修または交換のこと

配管長：50mまでであること

室外ユニット
容量・型名

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

（mm）

（mm）

外径
肉厚
外径
肉厚

45型

63型

80型

140型

280型

φ9.52
t 0.8

φ12.7
t 0.8

φ15.88
t 1.0

φ19.05
t 1.0/t 1.0   

φ12.7
t 0.8

φ15.88
t 1.0

φ19.05
t 1.0/t 1.0   

φ22.2
t 1.0

φ25.4
t 1.0

φ15.88
t 1.0

φ19.05
t 1.0/t 1.0   

φ22.2
t 1.0

φ25.4
t 1.0

φ28.58
t 1.0

φ22.2
t 1.0

φ25.4
t 1.0

φ28.58
t 1.0

φ6.35
t 0.8

φ9.52
t 0.8

φ12.7
t 0.8

φ15.88
t 1.0

 ※3  ※3
-

15m

-

-

-

30m

50m

30m

-

-

30m

30m

30m

5m

-

-

-

-

5m

-

10m

15m

30m

40m

-

10m

15m

50m

50m

-

-

-

-

50m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

30m

-

-

-

30m

-

-

-

-

30m

-

-

-

-

-

30m

-

-

-

-

50m

-

-

-

-

50m

-

-

-

-

-

-

-

-

-

20m

-

-

-

-

20m

 ※1 ※2

 ※1

 ※2

 ※2  ※2 ※4

 ※3

 ※1

 ※1

 ※3

  ※3  ※3 ※4

 ※1  ※3  ※3  ※3

配
管
サ
イ
ズ

：標準仕様

■冷媒追加封入量

注）SR-AP280CT1型において、配管長が30m以上の場合は液配管径をφ12.7にしてください。

配管長L（m）を計算します。
a）Lがチャージレス長以内の場合、冷媒追加封入は不要です。
b）Lがチャージレス長を超える場合冷媒の追加封入が必要です。
下記に従い追加封入量を計算してください。
W（追加封入量）=（Lーℓ）×P
　L：配管長　ℓ：チャージレス長　P：追加補正値

A

配管長L＝A 配管長L＝A＋B＋C

A

B
C

型　式
SR-AP45CT1
SR-AP63CT1
SR-AP80CT1
SR-AP140CT1
SR-AP280CT1

1.3
1.6
2.4
3.3
6.7

20
30
20
30
30

0.03
0.03
0.04
0.06
0.12

出荷時封入量（kg） チャージレス長（m） 追加補正値：P

※1※1

※1.

※2.

配管長Lが30m以上の場合、液配管をサイズアップ（φ12.7）する必要があります。
この場合、30mを超えた1mあたり、0.12kgの冷媒を追加してください。
既設配管流用時に液配管をサイズアップした場合は値が変更になります。
詳細は室外ユニット付属の据付点検要領書をご確認ください。

 ※4

容
量
・
型
名

ガス
配管

液
配管
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掲載商品の価格は事業者様向けの積算見積価格であり、一般消費者様向けの販売価格ではありません。
なお、積算見積価格には、消費税・配送費・試運転調整費・配管セット・工事費・使用済み商品の引き取り費などは含まれておりません。




